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チャットＧＰＴ 

テレビや新聞などのニュースで既にご存じだと思いますが、チャット

ＧＰＴは大変便利なＡＩです。しかし、これを知ったとき、危機感を覚

えました。それは、これからもっともっと進化していくと思われますが、

それに頼ると人間は考えること、つまり思考しなくてもよくなるのでは

ないかと思ったからです。もちろん、十分に使えるようになるためには、それらをよく知る必要はあると

思いますが、使えるようになってしまえば……。とても便利なものではありますが、頼り切ってしまうこ

とは思考がストップしてしまうことに繋がるのではないかと思いました。便利になっていく世の中ではあ

りますが、アナログで鍛えておかないと自分自身で何もできないようになってしまうのではないかと危惧

しています。「思考→試行→思考→試行を繰り返し、成功を導き出す」これが人間のよさだと思います。 

今後デジタル化がどんどん進んでいくことは言うまでもありません。便利になるということは、時間に

余裕ができるということでもあり、多忙な現在に身を置く私たちにとって、とてもうれしいことです。た

だ、便利なものを有効利用することはよいことだと思いますが、そればかりに頼ってしまわないようにし

ていかなければいけない、上手に付き合っていきたい、と私自身も考えさせられました。 

 

おうちでの決まりを！！ 

  放課後、おうちでのゲームやインターネット、スマートフォンなどでの遊び時間がついつい長く、また多くなりがちで

す。子供たちにとって、大変魅力のあるもの です。子供だけではありません。私もゲーム

をしますし、インターネットも利用しています。 特にゲームは何時までと決めていてもゲー

ムによってはすぐに保存できないこともあり ます。それでも、ご自分の子供のために、子

供と話し合い、しっかりご家庭でのルールを 作ってしっかり守らせてください。忙しい毎

日をお過ごしの保護者の皆様にとって、子 供がゲームなどをしていると、静かで落ち着

く時間になったり、家事がはかどったりするのかもしれません。しかし、保護者の皆様にも子供にゲームやインターネ

ット、スマートフォンなどを持たせる、使用させるうえでの責任をおもちいただきたいと思います。成長途中である子

供たちの脳に影響をきたし、目にも影響があります。寝る前に使用していると寝られなくなったり、寝ようとしても頭の

中でゲームが浮かんできたり、睡眠時間や睡眠の質にも影響してしまいます。 

また、学校でもきちんと情報モラルや言葉の暴力などに対する指導はしていきますが、実際に使用しているときは

学校生活時間外でのことが多いことが現状です。持たせる、使用させる限りは子供の行動や言動

にもしっかりと注意を払い、保護者の皆様に子供へのご指導をお願いします。子供にとって、やはり

保護者の皆様の存在は大きく、私たち教員は保護者の皆様の力には及びません。ご家庭でご

指導いただいたうえで、本校でも学校という集団での社会生活上の指導をさせていただきたい

と思いますので、よろしくお願いします。 

校長  籔本みゆき 
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（７月の行事予定》＊行事に変更がある場合は、随時お知らせします。 

日 曜  行  事  日 曜 行  事 

１ 土 子どもセンター（将棋教室） 13 木 ファミリー長縄 

３ 月 登校指導 セーフティネットの日 17 月 海の日 

５ 水 いじめなくそうデー ＡＬＴ来校 19 水 給食終了 

６ 木 ファミリー長縄  

認知症キッズサポート教室（５，６年） 

20 木 終業式 

消防音楽隊来校（１０：００～） 

10 月 移動図書館 21 金 個人懇談会 

11 火 スクールカウンセラー来校 24 月 移動図書館 

12 水 委員会  

（８月の主な予定） １日（火）登校日  ７日（月）・２１日（月）移動図書館  

２５日（金）２学期始業式  ３０日（水）～３１日（木）校内作品展  

 

和歌山市消防局消防音楽隊が来るよ！！  ７月２０日（木）終業式の日に「和歌山市消防音楽隊」が

来校されます。時間は１０：００スタートです。保護者の皆様、地域の皆様も参加していただけますので、お忙しいと

は思いますが、体育館にお運びください！！ 

（和歌山市消防音楽隊ＨＰより）私たち和歌山市消防音楽隊は、昭和 34 年に消防職員の「音

楽同好会」として始まり、昭和 44 年 9 月 27 日に「和歌山市消防音楽隊」として正式に発足

しました。平成 24 年 10 月 1日に消防団員（機能別消防団員：防火広報団員）が隊員として

加わり、現在は消防職員 10 名、消防団員 36 名による 46 名編成の音楽隊となっています。

消防職員の隊員は火災や救急出動等の消防の仕事、消防団員の隊員は家事、育児、学業やそれ

ぞれの仕事の合間に練習を行っており、市内各地で行われる様々な消防行事の際、音楽を通じ

て「火の用心」を呼びかけています。 和歌山市消防音楽隊の他の団体にない特徴は「消防ら

しさ」です。特に市内小学校での訪問演奏では、演奏だけではなく防火に関する寸劇や、ロー

プやホースを使った訓練を披露し、生徒のみなさんに楽しんでもらいながら、防火について学

んでいただいています。これからも市民に親しまれる存在として、音楽隊活動を続けてまいり

ます。『火遊び、ダメ、ゼッタイ』                                           

 

 

 


